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「うつのみや地産地消推進店」を活用したキャンペーン等の実施に係る業務 仕様書 

 

第１章 総則 

 

１ 業務の名称 

「うつのみや地産地消推進店」を活用したキャンペーン等の実施に係る業務 

２ 業務目的 

地元で採れた農産物を地元で消費する地産地消には，「新鮮」，「安全・安心」，「生産者

の顔が見える」，「地元の農業を応援できる」等の効果が期待できることから，地産地消

の拡大に向け，うつのみや地産地消推進店※（以下，「推進店」という。）を活用し，推

進店の認知度向上及び宇都宮産農産物の消費拡大のためのキャンペーン等を実施する。 

３ 業務の期間 

本業務の期間は，契約締結の日から令和８年３月２３日（月）までとする。 

 

第２章 共通仕様 

１ 適用の範囲 

本仕様書は，本業務に適用されるものとする。 

なお，本仕様書に明記なき事項であっても，本業務の遂行上必要と思われる事項に

ついては，発注者と受託者の協議により決定するものとする。 

２ 業務内容 

本業務の内容は，第３章特記仕様によるものとする。 

３ 技術者及び業務管理 

⑴ 受託者は，主任技術者，担当技術者をもって，秩序正しい業務を行わせるものとす

る。 

⑵ 主任技術者は，業務の全般にわたり，技術的監理を行うものとし，常に発注者との

連絡を密にし，十分な協議の下で業務の円滑な遂行を図るものとする。 

４ 疑 義 

本仕様書に定める事項について疑義を生じた場合又は本仕様書に定めのない事項

については，発注者と受託者の協議により決定するものとする。 

５ 関係法令等 

受託者は，本業務の遂行に当たっては，本仕様書に従うほか，関係法令等を遵守し，

法令の趣旨に沿って業務を実施しなければならない。 

 

※推進店数（令和７年度５月末現在）１７６店舗 

 内訳直売所 １２，小売店 ８０，食品加工事業者 ３，飲食店 ７７，宿泊施設 ４              
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６ 機密の保持 

⑴ 受託者は，本業務の遂行上知り得た事項について，第三者に漏らしてはならない。 

⑵ 受託者は，個人情報の漏えい，滅失及びき損の防止その他の個人情報の適正な管理

又は情報資産の保護のために必要な措置を講じなければならない。 

⑶ 受託者は，発注者の承諾なく，成果品（未完成の成果品を含む。）を他人に閲覧，複

写又は譲渡してはならない。 

７ 一括再委託の禁止 

⑴ 受託者は，業務の全部又は発注者が仕様書等において指定した主たる部分を第三者

に委任し，又は請け負わせてはならない。 

⑵ 発注者が指定した主たる部分に該当しない業務を第三者に委託し，又は請け負わせ

ようとするときは，可能な限り内業者から選定するよう努めること。市内業者に発

注するときは，業務の内容，見積金額における市内業者への再委託金額の割合等を

企画提案内容に記入すること。また，各業務において，市内居住者を雇用する場合，

人数，賃金額等を企画提案内容に記入すること。 

⑶ 受託者は，業務の一部を第三者に委任し，又は請け負わせようとするときは，あら

かじめ，発注者の承諾を得なければならない。ただし，発注者が仕様書等において

指定した軽微な部分を委任し，又は請け負わせようとするときは，この限りではな

い。 

⑷ 発注者は，受託者に対して，業務の一部を委任し，又は請け負わせた者の商号又は

名称その他必要な事項の通知を請求することができる。 

８ 地域経済貢献 

受託者が市外業者（市内に本社，本店，支店，営業所等を有しない者）であって，

業務の一部を第三者に委託し，請け負わせようとするときは，地域経済の振興や宇都

宮市内業者育成の観点から，可能な限り宇都宮市内に本店を有する市内業者から選定

するよう努めるものとする。 

９ 関係機関との協議 

本業務の遂行上必要な関係機関との協議については，受託者の責任において適正に

処理するとともに，その内容を遅滞なく発注者に報告するものとする。 

１０ 議事録 

受託者は，業務遂行に当たっての事務打合せ等の都度，その結果について整理し，

書面を持って発注者へ報告するものとする。 

１１ 提出書類 

受託者は，業務の着手及び完了に当たっては，契約書に定めるもののほか，次の書

類を提出し，発注者の承認を受けるものとする。 

なお，承認された事項を変更しようとするときは，その都度，発注者の承認を受け

るものとする。 
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⑴ 業務着手時 

・ 業務工程表 ・ 業務主任担当者届 ・ 課税事業者届 

⑵ 業務完了時 

・ 業務完了届 ・ 成果品納品書 

⑶ その他業務遂行上必要とされる書類 

１２ 打合せ 

打合せは，原則対面とし，業務着手時，中間，業務完了時，及び随時必要に応じて

行うものとする。 

１３ 検査及び業務の完了 

⑴ 受託者は，業務を完了したときは，遅滞なく業務完了届を提出するとともに，本仕

様書に指定された成果品及び成果品納品書を提出し，発注者の検査を受けるものと

する。 

⑵ 受託者は，検査の合格を持って業務の完了とする。なお，成果品に不備または不合

格な点が発見された場合は，受託者は速やかにこれを訂正しなければならない。 

１４ 成果物の納品 

本業務の成果物は，第３章特記仕様によるものとする。 

１５ その他 

⑴ 業務の遂行に当たり使用する関係資料，データ等については，可能な限り最新のも

のを使用し，出典，年月等を明記すること。 

⑵ 各種資料や成果品の作成に当たっては，Microsoft Word2016，Excel2016又はこれ

らと互換性のあるものを使用すること。 

⑶ 当委託事業における経緯，資料等は，すべて明確にしておかなくてはならない。 

⑷ 発注者は，必要があると認める時は受託者に対して本業務の処理状況について調査 

し，又は報告を求めることができる。 
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第３章 特記仕様 

 本業務の内容は，次のとおりとする。下記を踏まえ，企画立案及び運営を行うこと。 

本業務の遂行に当たっては，受託者は常に発注者と密接な連携を図り，効率的進行に努め

なければならない。 

  また，本業務の内容について，方向性やスケジュール等に変更が生じることも十分にあり

得ることから，受託者は，これらの変更等に柔軟かつ的確に対応するものとする。 

 

１ 地産地消ブランディングコンセプトの作成 

 (1) 概要 

・ 地産地消推進のために実施している様々な取組を統一的な考え方のもと推進し， 

より効果を高めるため，市民，事業者が共感し主体的な活動を促すことのできるコ 

ンセプトを作成すること。また，より多くの市民，事業者に地産地消の取組を印象 

付ける方法として，コンセプトやプロジェクト全体を視覚的に表現するデザインを 

作成すること。 

  ・ 作成にあたり，現在抱えている課題と対応案（下表参照）を踏まえコンセプト設 

定の理由や意図を明確に整理し，課題に対する対応策と作成する上でのポイントと 

なる点について提案すること。 

・ 対応策やポイントを提案する上で根拠となるデータや事業者独自の実績による知 

見等についても提示すること。 

 ・ 作成したコンセプト及びデザインの著作権についてはすべて発注者に帰するもの 

とする。 
課題 対応案 

地産地消の取組が若年層の消
費者に共感されていない 

・特に若年層の消費者に印象付けができるようなコンセプトや
デザインを作成すること。 

現在複数のロゴがありブラン
ディングの効果が分散されて
いる 

・地産地消として統一したデザインを作成することでそれを軸
としたブランディングを実施し効果を最大化する。 

 

２ 「地産地消推進店パスポート」（以下，「パスポート」という。）を活用したキャンペ 

ーン 

(1) 概要 

・ 推進店の認知度や来客数を上げるため，地産地消月間（１１月）に合わせてパ 

スポートを活用したスタンプラリーキャンペーンを実施すること。 

   ・ 内容は，パスポートに記載のある店舗に行くともらえるスタンプを集めて応募 

すると賞品が当たるキャンペーンとすることとし，広く消費者に参加してもらえ 

るよう具体的な内容を提案すること。 

    ・ 最低２か月以上実施することとし，実施期間については提案し，実施するこ 

と。 

     ・ キャンペーンを実施する上でキャンペーン参加店舗の店舗情報や写真を掲載し 

た冊子（パスポート）を作製すること。 
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    ・ 希望がある店舗については店舗で使用可能なクーポン等を記載すること。 

  ・ スタンプ等の付与の方法は，１来店につき１押印など参加店舗の負担を軽減し 

た上でスタンプ方式やシール方式など参加店舗の協力を得やすい方法とし，資材等 

の必要枚数等を含め提案し，実施すること。 

・ 応募方法については参加者が手間のかからない方法とし，提案をすること。（応 

募箱投函式，郵送等） 

   ・ 参加店舗は推進店のうち希望店舗のみとする。 

 

 (2) 事業開始までの準備業務 

ア 参加募集 

     推進店が本事業に参加することのメリットが伝わる内容を記載した資料を作成

した上で，発注者が提供するリストをもとに，事業への参加募集を行うこと。 

イ 事前説明の実施 

 参加店舗に対しては，地産地消を推進する意義を理解し主体的にキャンペーン

に協力してもらうとともに，開始後のトラブルを未然に防ぐため本事業の趣旨や

協力内容などについて事前に説明等を行い，キャンペーンが円滑に実施できるよ

うにすること。 

ウ 資材の作成 

  ① キャンペーン実施に係る資材の作製 

・ 下表資材は必ず作製し，その他，キャンペーンの効果的な実施に必要とな 

る資材があれば積極的に提案し，作製すること。 

・ なお，各資材の必要数は実際の参加店舗の数により変動があるものとす 

る。 

・ 作製資材は，発注者と協議の上，決定することとする。 

パスポートキャンペーン専用資材 
種類 規格 

地産地消推進店パ
スポート（仮） 

・サイズ Ａ５判・タテ，二つ折り針金中とじ（２か所） 
・紙質 コート紙 73㎏ 
・両面フルカラー印刷 
・部数については必要数を提案し作製すること。 

スタンプなど「ポ
イント付与」に必
要な資材 
※デザインは発注
者と協議の上，決
定すること 

【例】スタンプ 
・色：１色カラー 
・インク補充型 

応募用紙 ・サイズ：郵送や回収箱投函に対応できる大きさ 
・部数については必要数を提案し作製すること。 

② キャンペーンの周知に必要となる資材の作製 

・ 幅広い年代でのキャンペーンへの参加が期待できる効果的な資材を提案し， 

作製すること。なお，周知に係る資材は，ポスターやチラシ，のぼり旗，卓上 

ＰＯＰなど自由提案とする。 

・ 資材の作製数については，参加店舗数に応じて柔軟に対応できるようにする  



 

6 

 

こと。 

・ 作製資材は，発注者と協議の上，決定することとする。 

エ 資材の納品・設置・配布 

・ 制作した資材及び発注者が保管している資材については，参加店舗と必要な 

量を調整の上，キャンペーン開始前に参加店舗へ搬入を行うこと。 

・ 事業期間中に，参加店舗側で資材が不足した場合には，その都度速やかに搬 

入を行うこと。 

・ 原則，本事業実施中は，速やかな資材搬入のため，資材を受注者が保管する 

こと。ただし，発注者と協議の上，一部資材を発注者に納品すること。 

・ 参加店舗に資材を納品する際は，参加店舗担当者に対し，資材の設置方法等 

についての説明を行い，事業の周知徹底を依頼すること。 

・ 事業終了後は，使用した資材を回収し，全ての資材の在庫数を確認した上 

で，発注者に返却すること。なお，資材の搬入先・時期については別途指示す 

る。 

   オ その他 

 本仕様書で作製する資材とは別に発注者が保管している在庫（表１のとおり）に

ついて活用してもよい。 

表１発注者が保管している資材 

種類 保管数 

表示シール（ピンク） ５０万８，２３０枚 

表示シール（ブルー） ３万７，１１０枚 

応募用紙回収箱 計６０個（内訳：（大）４個（中）２個（小）５０個） 

 

(3) 推進店の新規開拓 

・ 発注者が提供する推進店以外の店舗に，推進店への加入を前提に事業に参加し 

てもらうよう新規店舗の開拓に努めること。 

・ また，新規開拓にあたっては，地産地消や推進店加入のメリット等も伝わるよ 

うに努めること。 

・ 新規開拓については最低５店舗以上開拓すること。 

 

(4) プレゼントの発送 

・ 必要数のプレゼントの発注及び当選者宛て発送を行うこと。プレゼントに掛か 

る費用は，発送料などもすべて業務委託料に含まれるものとする。 

・ プレゼントの内容については，幅広い世代の市民にキャンペーン参加を訴求す 

る内容とし，自由提案とする。「お買い物券」のようにキャンペーン後にも来店・ 

購入に繋がるものやブランド農産物などの宇都宮産農産物等を含めること。 

・ ただし，当選者数については提案すること。 
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・ なお，プレゼントの具体的な内容は，発注者と協議の上，決定することとする。 

 

３ 市内イベントの開催  

以下のとおり市内イベントを 2回開催すること。開催に係る費用は，業務委託料に

含まれるものとする。なお，最終的な内容，開催時期等については発注者と協議の

上，決定することとする。 

また，市内イベント内で地産地消アプリ「ロカスタ」を活用したスタンプラリーを

実施すること。 

 

(1) グリーンマルシェの開催 

（※ 場所は発注者が予約済み。会場利用料は発注者負担とする。） 

ア 場  所 ＪＲ宇都宮駅東口交流広場 ２階 

イ 期  間 令和７年１０月１９日（日） １０時～１５時 

ウ 目  的 グリーン農業（※）で生産された農産物等を販売・ＰＲし，認知度・ 

消費拡大を図ため，直接，市民等へ訴求する機会として，多くの市民が 

参加できるイベントを開催する。 

      （※）環境と調和のとれた持続可能な農業生産の実現に向けて，「環境負

荷の低減」と「収益性の向上」を両立する農業生産に取り組む農業 

【取組例】化学肥料・農薬の使用量削減（有機農業含む），生分解性マ 

ルチ等を活用した環境負荷低減型農業など 

エ 業務内容 ・出展者の確保（発注者と協議の上行うこと），出展者との調整（出店 

者の配置等含む），必要備品の準備，当日の運営などイベント開催に 

係るすべての業務を行うこと。 

         ・来場者がグリーン農業について理解，共感し主体的な行動を促すこ 

とのできるような企画やブース内容について提案すること。 

         ・会場設営 

         開催に間に合うよう以下の品目・数量を設営・撤去すること。 

         会場レイアウトは協議の上，決定する。 

品目 数量 
テント １６（※） 
テントウェイト ６４（※） 
デコラテーブル（45㎝×180㎝） ３２（※） 
ビニールクロス ３２ 

【例】１０,０００円相当（宇都宮牛） 

３,５００円相当（いちご４パック） 

３,０００円相当（米 ５ｋｇ） 

      ５００円相当（ブリッツェン米 ３００ｇ） 

５００円相当（推進店で使える商品券） 

発注者が提供した地産地消推進ノベルティ ※必要に応じて提供可 
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イス ３０（※） 
イーゼル ２４ 

        ※上記数量のうち，会場または発注者備品のテント１０張・テントウェイ

ト１８個・デコラテーブル（45㎝×180㎝）５台・イス２０脚を使用す

ることが可能 

         ・周知ＰＲ 

令和６年度に開催した「うつのみやグリーンマルシェ」のデザイン 

（別紙参考）を踏襲するものとし，各出店者のグリーン農業の取組に 

関するＰＲボードと本マルシェの訴求対象者の特性を踏まえたチラ 

シ及び会場マップを作成し，周知・ＰＲをすること。 

オ 条  件 ・出展者は，２０者以上を目指すものとする。 

 

 (2) 地産地消マルシェの開催 

ア 場  所 集客に効果的な開催場所について，提案すること。 

（※会場利用料は受託者負担とする。） 

イ 期  間 集客に効果的な開催時期について，提案をすること。 

ウ 目  的 多数の消費者が宇都宮産農産物に触れる機会や地産地消について学ぶ 

機会を創出することで，地産地消の推進及び宇都宮産農産物の認知度向 

上，消費拡大を図るもの 

エ 業務内容 ・出展者の確保，出展者との調整（出店者の配置等含む），必要備品 

の準備，当日の運営などイベント開催に係るすべての業務を行うこ 

と。 

         ・来場者が地産地消について理解，共感し主体的な行動を促すことの 

できるような企画やブース内容について提案すること。 

         ・会場設営 

         表２を参考に開催に必要な品目・数量を準備し開催に間に合うよう設 

営・撤去すること。会場レイアウトは協議の上，決定する。 

        表２グリーンマルシェ開催時仕様品目 

品目 
テント 
テントウェイト 
デコラテーブル（45㎝×180㎝） 
ビニールクロス 
イス 
イーゼル 

(参考)同日開催の食育フェアについて 

・テーマに関連性があり約３万人の来客実績のある「食育フェア」が同日・同会場

（JR宇都宮駅東口交流広場１階やライトキューブ宇都宮内）で開催 
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・今回業務委託内で作成する地産地消コンセプトのデザインを踏襲す 

るものとし，各出店者に関するＰＲボードと本マルシェの訴求対象者 

の特性を踏まえたチラシ及び会場マップを作成し，周知・ＰＲをする 

こと。 

オ 条  件 ・出展ブースは，本市ブースや体験型ブースを含めた１５ブース以上 

を設けることとすること。 

       ・出展者については，発注者が提供するアグリネットワーク会員（農 

業者や商工業者）や地産地消推進店を中心に選定すること。 

 

(3) マルシェでの地産地消アプリ「ロカスタ」（別紙参考参照）（以下，「ロカスタ」

という。）を活用したスタンプラリー 

 ア 概要 

・ 来場者に地産地消についての理解や共感を促進するため，発注者が導入してい 

るロカスタを活用し，グリーンマルシェ，地産地消マルシェにて参加型学びの機 

会をチェックポイントとしたデジタルでのスタンプラリーを実施すること。（スタ 

ンプラリーを実施する上での機能等は導入済み） 

     ・ 内容は，来場者が地産地消の取組について共感し，主体的な行動を促すことの 

できる出展内容への参加や出店ブースでの農産物等の購入で取得できるデジタル 

スタンプを集めるとその場で賞品がもらえるスタンプラリーとすることとし，多 

くの来場者に参加してもらえるような企画や地産地消についての理解や共感を促 

すことのできる出展内容について提案すること。 

 ・ 応募条件等は，発注者と協議の上決定すること。 

   ・ 原則，マルシェ全出店ブースを対象とする。 

イ 事業開始までの準備業務 

① 事前説明の実施 

 出店ブースに対しては，開始後のトラブルを未然に防ぐため本事業の趣旨や協

力内容などについて事前に説明等を行い，スタンプラリーが円滑に実施できるよ

うにすること。 

② スタンプラリー実施に係る資材の作成 

・ 下表資材は必ず作製し，その他，スタンプラリーの効果的な実施に必要と

なる資材があれば積極的に提案し，作製すること。 

・ 作製資材は，発注者と協議の上，決定することとする。 

ロカスタスタンプラリー専用資材 
種類 規格 

ブース掲出資材 ・ブース掲出用ＱＲコード用紙 

③ スタンプラリーの周知に必要となる資材の作製 

・ 幅広い年代でのスタンプラリー参加が期待できる効果的な資材を提案し，作 

製すること。なお，周知に係る資材は，ポスターやチラシ，のぼり旗，卓上Ｐ 

ＯＰなど自由提案とする。 
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・ 資材の作製数については，参加店舗数に応じて柔軟に対応できるようにする  

こと。 

・ 作製資材は，発注者と協議の上，決定することとする。 

ウ プレゼントの準備 

・ 必要数のプレゼントの準備を行うこと。プレゼントに掛かる費用は，すべて 

 務委託料に含まれるものとする。 

・ プレゼントの内容については，幅広い世代の来場者にスタンプラリー参加を 

訴求する内容とし，自由提案とする。「お買い物券」のようにスタンプラリー後 

にも来店・購入に繋がるものやブランド農産物などの宇都宮産農産物等を含め 

ること。 

    ・ プレゼントは抽選によって内容が決まるものとし，抽選で当たらなかった参 

加者も参加賞をもらえるものとすること。 

・ なお，プレゼントの具体的な内容は，発注者と協議の上，決定することとす 

る。 

 

 

 

 

 

 

 

４ 推進店の更新手続き 

⑴ データベースの確認及び更新 

ア 「更新申請書」の送付と受領  

・ 発注者より，「更新申請書」に係る通知のデータを提供するので，必要部数印 

刷し，令和７年３月３１日にて認定期間の終了する更新店８０店あてに，発注者 

が用意した封筒で発送すること。 

・ 更新申請書の提出先を受託者とし，全更新店から提出があるか漏れなく確認 

し，提出のない店舗については，電話等にて直接確認・催促すること。 

※確認する際は，必要事項が記載されているか注視すること。 

・ 提出のあった更新申請書は，指定する日までに発注者あて提出すること。 

イ 「実績報告書」の送付と受領 

・ 発注者より，「実績報告書」に係る通知のデータを提供するので， 必要部数印 

刷し，全推進店１７６店のうち更新店８０店を除いた９６店あてに，発注者が用 

意した封筒で発送すること。 

・ 実績報告書の提出先を受託者とし，推進店から提出があるか漏れなく確認し， 

提出のない店舗については，電話等にて直接確認・催促すること。 

※確認する際は，必要事項が記載されているか注視すること。 

【例】一等  １０,０００円相当（宇都宮牛） 

二等  ３,５００円相当（いちご４パック） 

三等  ３,０００円相当（米 ５ｋｇ） 

四等  ５００円相当（推進店で使える商品券） 

参加賞 マルシェオリジナルエコバッグ等 
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・ 提出のあった実績報告書は，指定する日までに発注者あて提出すること。 

ウ データベースの更新 

発注者より，推進店の情報を一覧化したマスターデータ（Excel）を提供するので，

推進店より収集した上記ア～イの各情報を参考にデータを加除修正すること。なお，

同情報を発注者あて提供すること。 

 

⑵ 農業王国うつのみやＨＰ（以下，「ＨＰ」という）の更新 

 ア ＨＰの加除修正 

・ マスターデータを基にすべての店舗のＨＰ掲載情報を加除修正すること。 

・ ＨＰ更新時に必要なＩＤとＰＷは発注者から受託者へ提供し，更新の方法は 

発注者から提供される「ＨＰ更新手順書」のとおりとする。 

イ 店舗写真の更新 

・ ＨＰに掲載されている写真について，変更の希望があった店舗の写真を変更す 

ること。また，写真が届かない場合は，写真提供を依頼すること。 

・ 新規店については，新たに写真を掲載するため，下記内容の写真提供を依頼す 

ること。既にＨＰに写真が掲載されている店舗については，変更の希望があった 

場合は写真を変更すること。 

● 農産物直売所，小売店，食品加工事業者 

     「店舗内の地場野菜コーナーなどの陳列棚の様子」及び「店舗の外観」の２枚 

  ※「陳列棚の様子」をメイン画像に，「店舗の外観」をサブ画像に入れること。 

● 飲食店，宿泊施設 

「宇都宮市産農産物を使用した店舗おすすめメニュー」及び「店舗の外観」 

※「メニューの写真」をメイン画像に，「店舗の外観」をサブ画像に入れるこ 

と。 

 

５ 広告宣伝 

・ キャンペーン，推進店を広く周知するため，メディアや紙媒体，ウェブサイト， 

ＳＮＳなど多様かつ効果的な手法を用い，幅広い年代の参加促進に繋がる効果的な 

広告宣伝を提案し，実施すること。 

・ なお，発注者運営の「農業王国うつのみや」Instagramでの，参加店舗取材，幅広 

い年代の参加促進に繋がる効果的な情報発信について提案し，実施すること。 

 

６ 効果測定について 

・ 事業を通した，推進店の認知度向上や宇都宮産農産物の消費拡大の効果が分かる 

よう分析すること。 

・ 分析方法は，消費者及び参加店舗に対してのアンケート調査とし，詳細な内容 

は，発注者と協議の上，決定すること。 

  ⑴ 消費者を対象としたアンケートの実施 
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・ 事業の効果測定のため，消費者アンケートを実施すること。パスポートの賞品 

引き換えにアンケートを応募条件とするなど，必ず回答してもらえる方式とする 

こと。 

・ アンケートの集計結果は，事業終了後，速やかに取りまとめを行い，発注者及 

び参加店舗等に対し報告すること。 

 

⑵ 参加店舗を対象としたアンケートの実施 

・ 事業の効果測定のため，参加店舗アンケートを実施すること。 

・ 事業期間終了後は各店舗から速やかにアンケートを回収し，結果を集計し，発 

注者に報告すること。 

 

⑶ その他 

・ 各アンケートの報告書の提出期限は，事業終了後，１か月以内を目安とする。 

・ 事業における消費者及び参加店舗アンケートは，集計を行うとともに，集計結 

果をふまえ，現状や課題等を分析すること。 

 

７ 成果物の納品 

  以下内容を業務完了報告書として報告すること。 

① 事業成果 

・ 仕様書各項目別実施内容（実績報告や写真掲載など） 

・ 販促資材の使用個数（シール枚数やその他資材） 

・ 対応履歴（問合せ内容及びその対応について） 

【参考】令和６年度アンケートの実施内容 

○上記報告にあたっては，消費者アンケートの集計方法を以下のとおりとする。 

①住所：市内，市外，県外の区分で振り分け，市外及び県外については，各市町村名， 

各都道府県（例：東京都:○○件，神奈川県:○○件等）ごとに集計すること。 

②氏名  

③性別  

④電話番号 

⑤年齢：１０歳区切りの世代別（例：１０～１９歳:○○件，２０～２９歳:○○件・・） 

で振り分ける 

  ⑥希望の賞品  

⑦利用店舗 

  ⑧アンケート各項目の集計及びグラフ化 

※アンケート項目に適したグラフを適宜選択すること。 

  ⑨自由記載欄の書き出し 

  ⑩各属性とアンケート項目のクロス集計 （例：性別，年代別の集計） 
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・ 実施結果及び結果から考えられる課題や総評 

・ 年代別の課題と応募が少ない世代の応募促進につながる対応策 

・ 全体総括 など 

② 本業務における新たな課題，課題解決に向けた方策等 

③ 製作物に係る電子データ（ＣＤ－ＲまたはＤＶＤ－Ｒ） 

④ 消費者及び店舗アンケート結果及び集計結果 

（ＣＤ－ＲまたはＤＶＤ－Ｒで，エクセル形式及びＰＤＦ形式） 

⑤ その他，本業務に付随する資料で発注者から求められたもの 
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別紙参考 

・地産地消アプリ「ロカスタ」参考資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・グリーンマルシェデザイン 

 


